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平成 22 年度通常総会を開催
～秋田県商店街振興組合連合会～

　５月 13 日㈭、秋田市の秋田ビューホテルにお
いて、秋田県商店街振興組合連合会（13 会員）の
平成 22 年度通常総会が開催されました。
　総会では、平成 21 年度の事業報告及び収支決
算が承認されたほか、平成 22 年度事業計画、収
支予算案が原案どおり満場一致で可決 ･ 承認され
ました。
　また、役員改選が行われ、理事長に秋田市駅前
広小路商店街振興組合の平澤孝夫理事長が再任さ
れました。
　総会終了後は、秋田県補助事業説明会が開催さ
れ、秋田県の商業貿易課からは「街なか商業活性
化市町村支援事業」が、子育て支援課からは「子
育て家庭優待事業補助金」の説明があり、出席者
は商店街活動への活用について知識を深めました。

平成 22 年度通常総会を開催
 ～秋田県アパレル産業振興協議会～

　５月 19 日㈬、秋田市のアキタパークホテルに
おいて、秋田県アパレル産業振興協議会（55 会員）
の平成 22 年度通常総会が開催されました。
　総会では、平成 21 年度の事業報告及び収支決
算が承認されたほか、平成 22 年度事業計画、収
支予算案が原案どおり満場一致で可決 ･ 承認され
ました。
　また、役員改選が行われ、会長に大同衣料株式

2010 年　春の叙勲の受章
おめでとうございます！

　４月29日に春の叙勲の受章者が発表されまし

た。本会関係から、秋田県板金工業組合理事（前理

事長）である中嶋貞明氏（中嶋精密製作所代表取締

役社長）が、瑞宝双光章を受章されました。

瑞宝双光章

中嶋　貞明　氏   
（技能検定功労）

　５月 21 日㈮、秋田市の秋田キャッスルホテル

において、秋田県自動車車体整備協同組合（仙花

久彌理事長、132 組合員）の創立 40 周年記念式

典が開催されました。

　当日は、国土交通省東北運輸局秋田運輸支局長

大宮勝氏を始めとした来賓のほか、多数の組合員

等が出席し、節目の年を盛大に祝いました。

　なお、特別功労者表彰として有限会社八代自動

車板金塗装工業代表取締役八代文夫氏ほか３名の

方々が受賞されました。

　また、記念講演として、キャリアコンサルタン

ト伊藤敏彦氏を講師に迎え、「事業承継・承継の

課題」をテーマに講演が行われ、出席者は熱心に

耳を傾けていました。

創立 40 周年記念式典を開催
 ～秋田県自動車車体整備協同組合～



中小企業雇用安定サポート事業について
〜秋田県〜

　企業経営環境の悪化により、国の中小企業緊急

雇用安定助成金等の相談が急増しておりますが、

中小・零細企業にとっては、申請に係る書類作成

が困難であり、申請件数は予想を下回っています。

　こうしたことから、秋田県では、申請に係る様々

な支援を行い、申請しようとする事業主の負担軽

減を図ることで、失業を予防し、中小零細企業な

どの雇用の安定に資することを目的に、次のとお

り中小企業雇用安定サポート事業を実施致してお

ります。

○実施主体

　秋田県社会保険労務士会

○事業概要

　① 経済団体（商工会議所、商工会）に相談窓口

を設置する（県北・中央・県南・各地区で月

４回程度実施）。

　② 社会保険労務士会会員事業所での個別相談を

行う。

　③ 各地域での助成金説明会の開催を実施する

（県北・中央・県南・各地区で月１回程度実施）。

　④ 助成金申請書の資料整備、作成指導を行う（初

回の助成金支給申請までを無料でサポート）。

○窓口設置などの詳細は下記支部まで

　〈中央支部〉 秋田市大町三丁目 2-44（協働大町

ビル 3F・☎ 018-864-1666）

　〈県北支部〉 能代市中和1-13-10（☎ 0185-54-

2810）
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中小企業懸賞論文等の募集
〜㈶商工総合研究所〜

　㈶商工総合研究所では、今年度も「中小企業懸

賞論文」並びに「中小企業組織活動懸賞レポート」

の募集を次のとおり行っております。

Ⅰ　中小企業懸賞論文

◆テーマ（次の中から 1 テーマを選択）

【産業部門】

　①雇用の場としての中小企業 

　② これからの社会ニーズと中小企業にとっての

フロンティア

【金融部門】

　③地域活性化のための金融機関の役割

　④中小企業の在庫金融

◆表彰　5 点以内

◆賞金　本賞各 30 万円

Ⅱ　中小企業組織活動懸賞レポート

◆テーマ： テーマは自由（組合・商店街などの活動

報告、企業組合の創業活動等の体験

談）など

◆表彰　10 点以内

◆賞金　本賞各 20 万円

◆締め切り　 いずれも10月15日（当日消印有効）

※ 詳細は、ホームページをご覧下さい。

　 URL：http://www.shokosoken.or.jp/

○お問い合わせ　 ㈶商工総合研究所

（☎ 03-5620-1691）

「平成 22 年 5 月下旬より実施する被扶
養者資格の再確認にご協力をお願いし
ます」 〜全国健康保険協会〜

　全国健康保険協会（以下「協会けんぽ」）では、

平成 22 年５月下旬より、健康保険の被扶養者で

被保険者証をお持ちの方が現在も健康保険の被扶

養者としての条件を満たしているか再確認を実施

します。

　事業主の皆様には「健康保険被扶養者状況リス

ト」が送付されますので、被扶養者資格を確認し

ていただき、同リストを協会けんぽにご提出いた

だきますようお願い致します。

　高齢者の医療費は、税金、本人負担によるほか、

協会けんぽ、健保組合、国民健康保険等の医療保

会社の佐々木繁治代表取締役が選任されました。 　〈県南支部〉 大仙市大曲上栄町 10-28（スズヨ

シビル 3F・☎ 0187-63-4313）

○受付時間　  9：00 〜 17：00

※詳細は、ホームページをご覧下さい。

　URL：http://www.akita-sr.or.jp/
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－仕事の内容を教えて下さい。
　事務管理ですが、組合の業務全て

を行っています。今は間近になった通常総会に向け

て準備を進めているところです。

－今熱中していることは何ですか ?　
　健康維持のために、3、4 年前から毎日ストレッ

チ運動をしています。テレビで見たりした運動を組

み合わせて、自分流にアレンジしたストレッチで

す。毎朝10〜15分程度、気持ち良く行っています。

－座右の銘は何ですか ?　
 「初心忘るべからず」です。組合に勤務して 30 年

以上になりますが、当初の経験を忘れないように心

掛けています。

－愛読書があれば教えて下さい。　
　経済小説が好きで、清水一行の作品はほとんど読

みました。職場での昼休みなど、少しの時間を利

用して、読書は毎日しています。車で通勤している

のですが、冬場は渋滞で何分も停まることがあるの

で、その合間に読んだりすることもあります。もち

ろん安全運転には十分留意しています。

秋田県生コンクリート工業組合
事務長　大　山　房　夫さん

険制度から拠出することになりますが、こうした

協会けんぽなどからの拠出金は、各々の制度の加

入者（被保険者及び被扶養者）の人数に応じて算

出されます。そのため、本来、健康保険制度上の

被扶養者から解除しなければならない方が届出を

行っていないと、その被扶養者分についても協会

けんぽの拠出金額に追加され、皆様の保険料負担

も増えることになります。

　この再確認は、保険料負担の軽減につながる大

変重要な事務ですので、皆様のご協力とご理解を

お願い致します。

○実施スケジュール

　①事業主の皆様へのリストの送付時期

　　　　平成 22 年５月下旬〜６月下旬

　②協会けんぽへの提出期限

　　　　平成 22 年７月末

※ 詳細は、協会けんぽのホームページをご覧下さい。

　URL：http://www.kyoukaikenpo.or.jp/1.html

本会ホームページをご覧下さい ! 
　「中小企業あきた」を本会のホームページに掲
載しています。
　ホームページでは、バックナンバーもご覧い
ただけます。
　組合員への情報提供等にご活用下さい ! 
URL http://www.chuokai-akita.or.jp/kaihou/

中央会メール情報サービス（無料）のご案内！
　本会では、各種補助金の募集やイベント・セミ
ナー情報等を組合や組合員企業へ電子メールにて
お届けする「中小企業メール情報サービス」を提
供しております。皆様の経営の一助として是非ご
活用下さい。
　お申し込み・お問い合わせは、本会調査広報課
（☎ 018-863-8701）までご連絡下さい。なお、
購読の申込については、下記 URL から直接申し
込みできます。
http://www.chuokai-akita.or.jp/mails/mail.html

学卒求人について
〜秋田労働局からのお知らせ〜

平成 22 年度全国安全週間について
〜厚生労働省〜

　来春の高卒者を対象とした学卒求人の受付が 6

月 20 日より開始されます。

　企業の将来を担う優秀な人材の確保と地元定着

による活力あるふるさとづくりのため、採用枠の

拡大と学卒求人の早期提出をお願いします。

　また、応募者の適性と能力のみを基準とした公

正な採用選考をお願いします。

○お問い合わせ　秋田労働局職業安定課

　　　　　　　　若年者対策係☎018-883-0007

　厚生労働省では、産業界における自主的な労働

災害防止活動を推進するとともに、広く一般の安

全意識の高揚と安全活動の定着を図るため、毎

年、全国安全週間を主唱しています。

　本年も、下記により、全国一斉に積極的な活動

を行うこととしています。この週間の趣旨をご理

解いただき、週間の行事等にご協力いただきます

ようお願い致します。

○期間　本 週 間：平成22年７月１日〜７日

　　　　準備期間：平成22年６月１日〜30日

○スローガン「 みんなで進めようリスクアセスメ

ント めざそう 職場の安全・安心」

※ 詳細は、ホームページをご覧下さい。

　http://www.mhlw.go.jp/topics/2010/04/tp0420-1.html


